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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2025-08-01 No. 177 

 
 

韓国: 制度解説: 「放送通信機資材等の適合性評価制度」(3/3) 
 
 韓国国立電波研究院のページから、適合性評価制度の概要をお伝えする。（全 3 回中第 3 回） 

A 適合性評価制度 
A-1 適合性評価制度の概要 

「A-1-4 適合性評価免除対象機資材」が説明される。 

B 放送通信技術基準 
「B-1 技術基準概要 

B-1-1 技術基準とは？、B-1-2 分野別技術基準内容、B-1-3 技術基準の現状」が説明される。 
 

国際テーマ: UNECE: 緊急車線維持システムの新規則と自動運転

に関するデータ保存ガイダンスを採択 
 
 国連欧州経済委員会（UNECE）の車両規則調和世界フォーラム（WP.29）は、緊急車線維持シス

テム（ELKS）に関する新規則と、自動運転データ保存に関するガイダンスを採択した。ELKS は、

意図しない車線逸脱を検知し、警告や自動修正で事故を防ぐ支援システムであり、2026 年 2 月に

発効予定である。また、自動運転時の安全関連イベントを記録するデータ保存システム（DSSAD）

の指針も示され、関係機関が容易にアクセスできる形式でのデータ保存が求められる。加えて、ペ

ダル踏み間違いによる急加速を防ぐ規則の改正が採択された。 
 

EU: 低電圧指令の整合規格情報 ― EU 官報で実施決定 3 件が公示 

 
 欧州連合官報にて、低電圧指令の整合規格に関する実施決定 3 件が公示された。関連する規格は、

EN 60335-1、EN 60335-2-14、EN 60335-2-27、EN 60335-2-60、EN 50214、EN 50260。 
 

EU: スマートフォンとタブレットの耐久性、エネルギー効率、修

理可能性に関する新しい EU 規則の適用開始 

 
 EU は 2025 年 6 月 20 日より、スマートフォンやタブレット等（フレキシブルな主画面を有する

ものを除く）に対し、耐久性・エネルギー効率・修理可能性を高める新たなエコデザイン規則とエ

ネルギーラベリング規則の適用を開始した。2030 年までに 2.2 テラワット時の電力削減と 200 億

ユーロの消費者支出削減が見込まれる。製品には落下や水への耐性、耐久バッテリ、修理用部品の

供給義務、OS 更新の長期提供などが求められ、修理可能性スコアの表示も義務付けられた。これ

により、持続可能な製品利用と循環型経済の推進が期待される。 
 

経済産業省: 電気用品安全法の技術基準解釈見直しアクションシー

トの公表について 
 
 日本特有の基準を「電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈について（通達）」別表第 1 から

別表第 11 に示した上で、別表第 12 に整合規格として JIS 等公的規格を積極的に採用し、整合規

格が整備された分野から別表第 12 への一本化が進められてきた。この中で、JIS 等公的規格の整

備が進まず整合規格が採用できない等の課題が顕在化したことから、「いつ」「誰が」「何をする」

かを整理したアクションシートが取りまとめられた。 
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EU: 低電圧指令の整合規格情報 ― EU 官報で実施決定

3 件が公示 
 
 
 

Summary 

欧州連合官報にて、低電圧指令の整合規格に関する実施決定 3 件が公示された。関連する規格は、EN 
60335-1、EN 60335-2-14、EN 60335-2-27、EN 60335-2-60、EN 50214、EN 50260。 

 
欧州連合官報（EU 官報）において、低電圧指令（LVD）の整合規格に関する実施決定が 3 件公示され

た。各実施決定のタイトル仮訳と概要は下記のとおり。なお、2025 年 8 月 5 日時点では、整合規格の

サマリーリストは公開されていない。 
 

1) 渦流浴槽及び渦流スパの個別要求事項に関する整合規格 EN 60335-2-60:2003 の参照

の削除、ならびに家庭用及び類似の電気機器の一般要求事項に関する整合規格 EN 60335-
1:2012 および UV 及び IR の皮膚曝露用機器の個別要求事項に関する整合規格 EN 60335-
2-27:2013 の参照を制限して公表することに関し、実施決定（EU）2023/2723 を改正する、

2025 年 7 月 16 日の欧州委員会実施決定（EU）2025/1457（2025 年 7 月 18 日付け EU 官

報にて公示） 
 

① 渦流浴槽及び渦流スパの個別要求事項に関する整合規格 EN 60335-2-60:2003（A1/A2/A11/A12 含

む）は、2027 年 1 月 18 日に LVD の整合規格から外れる。オランダからの異議申立てにおける主張

は、IEC 60364 シリーズに基づく設置要求事項が十分考慮されていないこと、プールや屋外用スパな

どの施設では、人体抵抗の低下、そして人体と接地電圧との接触によって感電の危険性が増すため、

欠陥が初めて表出した時に致命的な事故が発生するおそれがあるというものであった。検討の結果、

欧州委員会はこの規格が LVD の安全目標（附属書 I の 1(c)、2(a)、2(b)、2(d)）を満たしていないと

結論づけた。同規格は適切に改訂されるまでは整合規格から外れることになる。 
 
② 家庭用及び類似の電気機器の一般要求事項に関する整合規格 EN 60335-1:2012（AC、A11、A13、
A1、A2、A14、A15 を含む）は、2025 年 7 月 18 日以降、下記の制限（restriction）が付される。 
 

“制限: EN 60335-1:2012（A15:2021 により最後に改正）20.2 項の‘試験プローブ B と類似の試
験プローブに言及している’部分を適用しても、指令 2014/35/EU の附属書 I の 2(c)に規定されてい
る安全目標への適合性の推定は付与されない。” 

 
ただし、2027 年 1 月 17 日までは、上記の制限がある状態でも‘試験プローブ B と類似の試験プロー

ブに言及している’部分を適用している場合の適合性の推定は付与される。 
 
ドイツからの異議申立てにおける主張では、同規格における人の手を模擬した試験プローブを用いて

の可動部へのアクセス性試験に関して、試験プローブ B と類似の試験プローブは人体の基本的寸法が

考慮されておらず、人の手を現実的に再現したものではないとされた。検討の結果、欧州委員会は、

同規格は LVD の附属書 I の 2(c)の安全目標を満たしていないと結論づけた。 
 
③ UV 及び IR の皮膚曝露用機器の個別要求事項に関する整合規格 EN 60335-2-27:2013（AC 及び

Amd.含む）は、2025 年 7 月 18 日以降、下記の注記が付される。 
 

“注記: この整合規格において、次の注記を適用することは、指令 2014/35/EU の附属書 I に定め
る安全目標に関連せず、適合性の推定を付与するものではない。箇条 6.Z101 の注記と附属書 BB の
箇条 BB.2 の注記 101 は、この整合規格の適用範囲内の各種製品の使用場所とユーザに関する説明
を示すものであり、したがって、市場への投入には関係しない。”  
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社長の独り言 

 

2025 年 7 月 21 日 

濱口 慶一 

 

暑さが続いていますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。77 歳になった私のもとには、最近、知

人が病に倒れたという知らせが多く届くようになり、少し気分が沈んでおります。それでも、体調面で

は改善が見られています。薬の効果と、昼食をコンソメスープのみにする習慣のおかげで、ヘモグロビ

ン A1c は 6.6 まで下がり、体重も 35 歳当時の 83kg に戻すことができました。健康診断では特に問題

は見つからず、PET 検査や MRI 検査の結果も良好です。 

血圧がやや高いため薬を処方されていますが、夕方にビールを飲むと血圧が急に下がって、最高で

も 110 程度になるため、これは良いことだと思い主治医に報告したところ、「ビールは非常に危険」と

厳重に注意されました。血圧上昇の要因は血管の老化や老廃物の蓄積にあるそうで、アルコールがそ

れを溶かし、細い血管を詰まらせる危険があるとのこと。とはいえ、私は 3 日に 1 回と決めて、ビー

ルを楽しんでいます。もし「ビールを飲むと頭が冴える」と感じている方がいれば、一度注意してみて

ください。 

 

さて、お待たせしていた IECEE CB スキームの NCB（国内認証機関）としての当社の認証カテゴ

リの追加について、まもなく認定書が発行される段階に入りました。受注営業は IECEE（IEC 電気電

子機器認証制度）事務局から進めるよう指示されておりますので、IEC 62368 や IEC 60335 シリーズ

などの CB 証明の受注を開始いたします。今回のカテゴリ追加は、お客様の要望に加え、電気用品安全

法における JIS 規格の IEC 化に備えたものです。将来的に JIS 規格が完全に IEC 規格と整合すれば、

CB レポートをもって PSE（電気用品安全法）認証が可能になるのではと期待しています。 

さらに、2025 年 6 月 16 日には、経済産業省の日本産業標準調査会基本政策部会より「新たな基準

認証政策の展開 ― 日本型標準加速化モデル 2025」が発表されました。その中で「我が国に不利な国

際ルール形成が進む懸念がある」と危機感が示されており、標準化・認証の取組の加速のために、①

特定分野における国主導の戦略的標準化、②国内認証機関の強化、という二点の推進が必要とされて

います。詳細な資料はインターネットで公開されていますので、ぜひご一読ください。 

上記の②については、経済安全保障の観点から、日本国内で評価・認証業務を行い、かなりの収益を

得ている外国系機関に対して当社のような国内の機関と同様の税負担を求める議論につながることを

期待しています。 

 

趣味の日本蜜蜂も元気に巣の出入りを続けています。しかし、近所の路上でマムシがとぐろを巻い

ているところにほぼ毎晩でくわしているため、非常に困っています。 

 

先週は韓国に出張しました。現地では DX が日本以上に進んでおり、バスの乗車もアプリでのチケ

ット購入とスキャンで済ませる仕組みになっていました。かなり戸惑いましたが、親切な韓国の若者

に助けられ、無事に仕事を終えて帰国することができました。 
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• ニュースレターの内容 

本誌は、EMC、安全、及び省エネ(EMC, Safety and Energy Conservation)分野に係わる、世界の主要機関・
地域において実施され、かつ電気電子製品に適合が求められている規格/法規制に関連する情報をお届
けします。 

重要情報を幅広く調査、収集、かつ、要約して掲載し、当該分野の最新情報、潮流をすばやく捉えてい
ただけることが本誌の目標です。情報源を明示しますので、読者の皆様の関心の大きさに応じてさら
に深掘りしていただくことができます。 

本誌の内容は、各国の規制・規格の対象製品の試験、認証、開発、管理に携わる方々にとり必読です。 

 - 対象機関・地域: IEC 等国際機関、ならびに、FCC、UL を含む米国、EU、CENELEC、CEN を含む
欧州、その他オセアニア及び日本を含むアジアの各地域 

- 情報源: 上記の対象機関・地域のウェブサイトもしくは情報サービス。また、ご協力の同意をいた
だいた日本国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの、当該分野の識者の方から提供された情報。 

• 本誌購読のお申し込み方法 

コスモス・コーポレイション CS 部（カスタマーサービス部）まで ishii-keisuke@cosmos-corp.com 

    Tel 0598-30-5225  Fax 0598-30-5571 

- 発行：年間 11 回発行。各号 A4 版、46 ページ前後。 

- 価格：各号 2,000 円 (年間購読の場合 1 年 11,000 円)(消費税込) 

• 本誌の内容案内、ご購読案内は、https://www.safetyweb.co.jp/services/other/publication/ 

 


